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横張り工法
下部②

通しアングル
L-50×50×6

c

c

a

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100　＠1800以下

埋め込みアングル
L-50×50×6
ℓ＝150　＠1800以下

内側

外側

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

a

b

19

16

横張り工法
下部①

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

通しアングル
L-50×50×6

c

c

a

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100　＠1800以下

埋め込みアングル
L-50×50×6
ℓ＝150　＠1800以下
（※ブラケットより長くする）

外側

内側

a

b

15

コーナー梁下
縦張り工法コーナー

b

L-75×75×6
ℓ＝120

L-50×50×6
ℓ＝100

FB-65×6

ウラ板
FB-50×6
ℓ＝100

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

FB-65×6

ブラケット
L-75×75×6 
ℓ＝120

a

a

a

a+b≧80㎜
a, b≧30㎜

b

14

縦張り工法コーナー
コーナー梁上

L-75×75×6
ℓ＝120

L-50×50×6
ℓ＝100

L-50×50×6
ℓ＝100

L-50×50×6
ℓ＝100

a+b≧80㎜
a, b≧30㎜

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

ブラケット
L-75×75×6
ℓ＝120 a

a

b
a

b

b

13

内側

外側

開口補強材
全
長

開口下部
全長

内側

外側

通しアングル
L-50×50×6

開口補強材

50以
上

全
長

30以
上

＠6
00

全長

開口上部

開口補強材

開口補強材

縦張り工法
開口部②

12

内側外側

通しアングル
L-65×65×6

開口補強材

ピースアングル
L-50×50×6

b

a

c

a

b

c

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

上 部

通しアングル
L-50×50×6

外側

内側

ブラケット
L-65×65×6
ℓ＝100 ＠600

開口補強材
FB-6

c

c

a

b

a

b

下 部
c

c

a

a

b

b

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

縦張り工法
開口部①

11

a+b+c≧90㎜
a, b, c≧30㎜

c

a

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100 ＠900

埋め込みプレート
＠900

内側

外側

通しアングル
L-50×50×6外側

d+e≧80㎜
d≧50㎜
e≧30㎜

d

e

内側

75

縦張り工法
上部

10

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100 ＠600

ブラケットコ

-100×50×5×7.5
＠600

ブラケットコ

-100×50×5×7.5
＠600

通しアングル
L-50×50×6

通しアングル
L-65×65×6

ca

b

c

a

b

a+b+c≧90㎜
a, b, c≧30㎜

縦張り工法
一般部梁下②

13

内側

外側

開口補強材
全
長

開口下部
全長

内側

外側

通しアングル
L-50×50×6

開口補強材

50以
上

全
長

30以
上

＠6
00

全長

開口上部

開口補強材

開口補強材

縦張り工法
開口部②

12

内側外側

通しアングル
L-65×65×6

開口補強材

ピースアングル
L-50×50×6

b

a

c

a

b

c

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

上 部

通しアングル
L-50×50×6

外側

内側

ブラケット
L-65×65×6
ℓ＝100 ＠600

開口補強材
FB-6

c

c

a

b

a

b

下 部
c

c

a

a

b

b

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

縦張り工法
開口部①

11

a+b+c≧90㎜
a, b, c≧30㎜

c

a

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100 ＠900

埋め込みプレート
＠900

内側

外側

通しアングル
L-50×50×6外側

d+e≧80㎜
d≧50㎜
e≧30㎜

d

e

内側

75

縦張り工法
上部

10

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100 ＠600

ブラケットコ

-100×50×5×7.5
＠600

ブラケットコ

-100×50×5×7.5
＠600

通しアングル
L-50×50×6

通しアングル
L-65×65×6

ca

b

c

a

b

a+b+c≧90㎜
a, b, c≧30㎜

縦張り工法
一般部梁下②

13

内側

外側

開口補強材
全
長

開口下部
全長

内側

外側

通しアングル
L-50×50×6

開口補強材

50以
上

全
長

30以
上

＠6
00

全長

開口上部

開口補強材

開口補強材

縦張り工法
開口部②

12

内側外側

通しアングル
L-65×65×6

開口補強材

ピースアングル
L-50×50×6

b

a

c

a

b

c

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

上 部

通しアングル
L-50×50×6

外側

内側

ブラケット
L-65×65×6
ℓ＝100 ＠600

開口補強材
FB-6

c

c

a

b

a

b

下 部
c

c

a

a

b

b

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

縦張り工法
開口部①

11

a+b+c≧90㎜
a, b, c≧30㎜

c

a

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100 ＠900

埋め込みプレート
＠900

内側

外側

通しアングル
L-50×50×6外側

d+e≧80㎜
d≧50㎜
e≧30㎜

d

e

内側

75

縦張り工法
上部

10

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100 ＠600

ブラケットコ

-100×50×5×7.5
＠600

ブラケットコ

-100×50×5×7.5
＠600

通しアングル
L-50×50×6

通しアングル
L-65×65×6

ca

b

c

a

b

a+b+c≧90㎜
a, b, c≧30㎜

縦張り工法
一般部梁下②
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横張り工法
下部②

通しアングル
L-50×50×6

c

c

a

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100　＠1800以下

埋め込みアングル
L-50×50×6
ℓ＝150　＠1800以下

内側

外側

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

a

b

19

16

横張り工法
下部①

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

通しアングル
L-50×50×6

c

c

a

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100　＠1800以下

埋め込みアングル
L-50×50×6
ℓ＝150　＠1800以下
（※ブラケットより長くする）

外側

内側

a

b

15

コーナー梁下
縦張り工法コーナー

b

L-75×75×6
ℓ＝120

L-50×50×6
ℓ＝100

FB-65×6

ウラ板
FB-50×6
ℓ＝100

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

FB-65×6

ブラケット
L-75×75×6 
ℓ＝120

a

a

a

a+b≧80㎜
a, b≧30㎜

b

14

縦張り工法コーナー
コーナー梁上

L-75×75×6
ℓ＝120

L-50×50×6
ℓ＝100

L-50×50×6
ℓ＝100

L-50×50×6
ℓ＝100

a+b≧80㎜
a, b≧30㎜

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

ブラケット
L-75×75×6
ℓ＝120 a

a

b
a

b

b

17

横張り工法
下部②

通しアングル
L-50×50×6

c

c

a

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100　＠1800以下

埋め込みアングル
L-50×50×6
ℓ＝150　＠1800以下

内側

外側

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

a

b

19

16

横張り工法
下部①

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

通しアングル
L-50×50×6

c

c

a

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100　＠1800以下

埋め込みアングル
L-50×50×6
ℓ＝150　＠1800以下
（※ブラケットより長くする）

外側

内側

a

b

15

コーナー梁下
縦張り工法コーナー

b

L-75×75×6
ℓ＝120

L-50×50×6
ℓ＝100

FB-65×6

ウラ板
FB-50×6
ℓ＝100

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

FB-65×6

ブラケット
L-75×75×6 
ℓ＝120

a

a

a

a+b≧80㎜
a, b≧30㎜

b

14

縦張り工法コーナー
コーナー梁上

L-75×75×6
ℓ＝120

L-50×50×6
ℓ＝100

L-50×50×6
ℓ＝100

L-50×50×6
ℓ＝100

a+b≧80㎜
a, b≧30㎜

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

ブラケット
L-75×75×6
ℓ＝120 a

a

b
a

b

b

17

横張り工法
下部②

通しアングル
L-50×50×6

c

c

a

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100　＠1800以下

埋め込みアングル
L-50×50×6
ℓ＝150　＠1800以下

内側

外側

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

a

b

19

16

横張り工法
下部①

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

通しアングル
L-50×50×6

c

c

a

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100　＠1800以下

埋め込みアングル
L-50×50×6
ℓ＝150　＠1800以下
（※ブラケットより長くする）

外側

内側

a

b

15

コーナー梁下
縦張り工法コーナー

b

L-75×75×6
ℓ＝120

L-50×50×6
ℓ＝100

FB-65×6

ウラ板
FB-50×6
ℓ＝100

b

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

FB-65×6

ブラケット
L-75×75×6 
ℓ＝120

a

a

a

a+b≧80㎜
a, b≧30㎜

b

14

縦張り工法コーナー
コーナー梁上

L-75×75×6
ℓ＝120

L-50×50×6
ℓ＝100

L-50×50×6
ℓ＝100

L-50×50×6
ℓ＝100

a+b≧80㎜
a, b≧30㎜

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

ブラケット
L-75×75×6
ℓ＝120 a

a

b
a

b

b

21

横張り工法
上部②

内側

外側

通しアングル
L-50×50×6

埋め込みプレート
＠900

d

e

c

a

a+b+c≧90㎜（3辺溶接）
a， b， c≧30㎜

d+e≧80㎜（2辺溶接）
d， e≧30㎜

20

横張り工法
上部①

外側

d

e

f

2a+2b≧120㎜（4辺溶接）
a， b≧30㎜

d+e+f≧90㎜（3辺溶接）
d， e， f≧30㎜

通しアングル
L-50×50×6

埋め込みプレート
＠900

内側

a

b

19

横張り工法
受け金物

重量受け金物

通しアングル
L-50×50×6

Ｌ=40×23×5
ℓ=60

型ブラケット
＠900

a

a

b c

b

c

aは必ず溶接し、bとcのうち
どちらかを溶接する。

a+（bまたはc）≧80㎜
a, b, c≧30㎜

18

柱部
横張り工法

d

e

a

c

c

a

b

＠900
 型ブラケット

＠900, 
ℓ＝120以上

 型ブラケット

a

b

a

b

d

e

f

通しアングル
L-50×50×6

d+e+f≧90㎜（3辺溶接）
d， e， f≧30㎜

2a+2b≧120㎜（4辺溶接）
a， b≧30㎜

d+e≧80㎜(2辺溶接)
d， e≧30㎜

a+b+c≧90㎜（3辺溶接）
a， b， c≧30㎜
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コーナー部梁下
横張り工法

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100

c

b

a
c

a

b

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

24

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100

L-50×50×6

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100

L-50×50×6

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜
c

c
b

a
c

a

b

b

a

横張り工法
コーナー部梁上

23

開口下部

開口上部

内側

外側

内側

外側

L-75×75×6以上
ℓ＝100

L-65×65×6以上
ℓ＝100

b
b

a
a
30（両側）

30（両側）

30（両側）

30（両側）

c
c

L-75×75×6以上
ℓ＝100

L-65×65×6以上
ℓ＝100

b
b

a
a

c
c

a+b+c≧90㎜
a, b, c≧30㎜

a+b+c≧90㎜
a, b, c≧30㎜

横張り工法
開口部②

22

内側

外側

内側

外側

開口補強材

開口下部

開口上部

全長

全長

全長

全長

開口補強材

横張り工法
開口部①

21

横張り工法
上部②

内側

外側

通しアングル
L-50×50×6

埋め込みプレート
＠900

d

e

c

a

a+b+c≧90㎜（3辺溶接）
a， b， c≧30㎜

d+e≧80㎜（2辺溶接）
d， e≧30㎜

20

横張り工法
上部①

外側

d

e

f

2a+2b≧120㎜（4辺溶接）
a， b≧30㎜

d+e+f≧90㎜（3辺溶接）
d， e， f≧30㎜

通しアングル
L-50×50×6

埋め込みプレート
＠900

内側

a

b

19

横張り工法
受け金物

重量受け金物

通しアングル
L-50×50×6

Ｌ=40×23×5
ℓ=60

型ブラケット
＠900

a

a

b c

b

c

aは必ず溶接し、bとcのうち
どちらかを溶接する。

a+（bまたはc）≧80㎜
a, b, c≧30㎜

18

柱部
横張り工法

d

e

a

c

c

a

b

＠900
 型ブラケット

＠900, 
ℓ＝120以上

 型ブラケット

a

b

a

b

d

e

f

通しアングル
L-50×50×6

d+e+f≧90㎜（3辺溶接）
d， e， f≧30㎜

2a+2b≧120㎜（4辺溶接）
a， b≧30㎜

d+e≧80㎜(2辺溶接)
d， e≧30㎜

a+b+c≧90㎜（3辺溶接）
a， b， c≧30㎜

21

横張り工法
上部②

内側

外側

通しアングル
L-50×50×6

埋め込みプレート
＠900

d

e

c

a

a+b+c≧90㎜（3辺溶接）
a， b， c≧30㎜

d+e≧80㎜（2辺溶接）
d， e≧30㎜

20

横張り工法
上部①

外側

d

e

f

2a+2b≧120㎜（4辺溶接）
a， b≧30㎜

d+e+f≧90㎜（3辺溶接）
d， e， f≧30㎜

通しアングル
L-50×50×6

埋め込みプレート
＠900

内側

a

b

19

横張り工法
受け金物

重量受け金物

通しアングル
L-50×50×6

Ｌ=40×23×5
ℓ=60

型ブラケット
＠900

a

a

b c

b

c

aは必ず溶接し、bとcのうち
どちらかを溶接する。

a+（bまたはc）≧80㎜
a, b, c≧30㎜

18

柱部
横張り工法

d

e

a

c

c

a

b

＠900
 型ブラケット

＠900, 
ℓ＝120以上

 型ブラケット

a

b

a

b

d

e

f

通しアングル
L-50×50×6

d+e+f≧90㎜（3辺溶接）
d， e， f≧30㎜

2a+2b≧120㎜（4辺溶接）
a， b≧30㎜

d+e≧80㎜(2辺溶接)
d， e≧30㎜

a+b+c≧90㎜（3辺溶接）
a， b， c≧30㎜

21

横張り工法
上部②

内側

外側

通しアングル
L-50×50×6

埋め込みプレート
＠900

d

e

c

a

a+b+c≧90㎜（3辺溶接）
a， b， c≧30㎜

d+e≧80㎜（2辺溶接）
d， e≧30㎜

20

横張り工法
上部①

外側

d

e

f

2a+2b≧120㎜（4辺溶接）
a， b≧30㎜

d+e+f≧90㎜（3辺溶接）
d， e， f≧30㎜

通しアングル
L-50×50×6

埋め込みプレート
＠900

内側

a

b

19

横張り工法
受け金物

重量受け金物

通しアングル
L-50×50×6

Ｌ=40×23×5
ℓ=60

型ブラケット
＠900

a

a

b c

b

c

aは必ず溶接し、bとcのうち
どちらかを溶接する。

a+（bまたはc）≧80㎜
a, b, c≧30㎜

18

柱部
横張り工法

d

e

a

c

c

a

b

＠900
 型ブラケット

＠900, 
ℓ＝120以上

 型ブラケット

a

b

a

b

d

e

f

通しアングル
L-50×50×6

d+e+f≧90㎜（3辺溶接）
d， e， f≧30㎜

2a+2b≧120㎜（4辺溶接）
a， b≧30㎜

d+e≧80㎜(2辺溶接)
d， e≧30㎜

a+b+c≧90㎜（3辺溶接）
a， b， c≧30㎜
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コーナー部梁下
横張り工法

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100

c

b

a
c

a

b

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜

24

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100

L-50×50×6

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝120

ブラケット
L-50×50×6
ℓ＝100

L-50×50×6

a+b+c≧90㎜
a, b, c ≧30㎜
c

c
b

a
c

a

b

b

a

横張り工法
コーナー部梁上

23

開口下部

開口上部

内側

外側

内側

外側

L-75×75×6以上
ℓ＝100

L-65×65×6以上
ℓ＝100

b
b

a
a
30（両側）

30（両側）

30（両側）

30（両側）

c
c

L-75×75×6以上
ℓ＝100

L-65×65×6以上
ℓ＝100

b
b

a
a

c
c

a+b+c≧90㎜
a, b, c≧30㎜

a+b+c≧90㎜
a, b, c≧30㎜

横張り工法
開口部②

22
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内側

外側
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開口上部

全長

全長

全長

全長
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横張り工法
開口部①
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内側

外側

内側
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開口補強材

開口下部

開口上部

全長

全長

全長

全長

開口補強材

横張り工法
開口部①

29

Zクリップ取り付け
その他の注意事項（参考）

センター

30mm以上

15mm以上

かかり代 30mm以上 トルク値

ボルト位置 溶接長 15mm以上

15～20N・mのトルク値
を目安に締める

クリップのケガキ線を
基準に±3㎜（施工誤差）

28

硬質パッキンの長さはクリップの幅程度とする。

その他の注意事項（参考）
硬質パッキンの位置

27

タッチアップ

 

 溶接箇所は、スラグを除去した後に 
サビ止めペイント類をハケまたはスプレーで塗布する。 

溶接作業での災害防止
工法共通

フルハーネス型
安全帯

アースを
とる

損傷のない
ホルダーを使用
火花養生（布）

乾燥した
衣類を着用

損傷のない
キャブタイヤ
を使用

接続部を
テーピング

作業終了・中断時は
スイッチを切る 自動電撃防止

装置を確認
防護具の着用

（メガネ・防じんマスク）

26

工法共通
溶接作業での災害防止

電撃による災害防止
①最高無負荷電圧の高い溶接機は使用しない。
②溶接機の外箱の接地（アース）は正しく確実にとって
おく。
③電撃防止装置をつける。
④	絶縁形溶接棒ホルダを使用する。
⑤	溶接機周辺の導電部の絶縁を完全にする。
⑥	母材接続用ケーブルは正しく確実にとっておく。
⑦	保護具を確実に着用する。
⑧	衣服を正しく着用する。

アーク光による災害防止
①	正しいしゃ光保護具を使用する。
②	しゃ光つい立を使用する。
③	皮膚の露出に注意する。

やけど、火災及び爆発防止
①	保護具を確実に着用する。
②	作業場及びその付近について配慮する。

ガス及びヒュームによる障害防止
①	溶接作業者自身がヒュームや有毒ガスを吸わないよう
に配慮する。
②	排気及び換気をよくする。
③	防じんマスク（国家検定合格品）を使用する。
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Zクリップ取り付け
その他の注意事項（参考）

センター

30mm以上

15mm以上

かかり代 30mm以上 トルク値

ボルト位置 溶接長 15mm以上

15～20N・mのトルク値
を目安に締める

クリップのケガキ線を
基準に±3㎜（施工誤差）

28

硬質パッキンの長さはクリップの幅程度とする。

その他の注意事項（参考）
硬質パッキンの位置

27

タッチアップ

 

 溶接箇所は、スラグを除去した後に 
サビ止めペイント類をハケまたはスプレーで塗布する。 

溶接作業での災害防止
工法共通

フルハーネス型
安全帯

アースを
とる

損傷のない
ホルダーを使用
火花養生（布）

乾燥した
衣類を着用

損傷のない
キャブタイヤ
を使用

接続部を
テーピング

作業終了・中断時は
スイッチを切る 自動電撃防止

装置を確認
防護具の着用

（メガネ・防じんマスク）

26

工法共通
溶接作業での災害防止

電撃による災害防止
①最高無負荷電圧の高い溶接機は使用しない。
②溶接機の外箱の接地（アース）は正しく確実にとって
おく。
③電撃防止装置をつける。
④	絶縁形溶接棒ホルダを使用する。
⑤	溶接機周辺の導電部の絶縁を完全にする。
⑥	母材接続用ケーブルは正しく確実にとっておく。
⑦	保護具を確実に着用する。
⑧	衣服を正しく着用する。

アーク光による災害防止
①	正しいしゃ光保護具を使用する。
②	しゃ光つい立を使用する。
③	皮膚の露出に注意する。

やけど、火災及び爆発防止
①	保護具を確実に着用する。
②	作業場及びその付近について配慮する。

ガス及びヒュームによる障害防止
①	溶接作業者自身がヒュームや有毒ガスを吸わないよう
に配慮する。
②	排気及び換気をよくする。
③	防じんマスク（国家検定合格品）を使用する。
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Zクリップ取り付け
その他の注意事項（参考）

センター

30mm以上

15mm以上

かかり代 30mm以上 トルク値

ボルト位置 溶接長 15mm以上

15～20N・mのトルク値
を目安に締める

クリップのケガキ線を
基準に±3㎜（施工誤差）

28

硬質パッキンの長さはクリップの幅程度とする。

その他の注意事項（参考）
硬質パッキンの位置

27

タッチアップ

 

 溶接箇所は、スラグを除去した後に 
サビ止めペイント類をハケまたはスプレーで塗布する。 

溶接作業での災害防止
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安全帯
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とる

損傷のない
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乾燥した
衣類を着用

損傷のない
キャブタイヤ
を使用

接続部を
テーピング

作業終了・中断時は
スイッチを切る 自動電撃防止
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（メガネ・防じんマスク）
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